
「十四万四千人の歌」           2019 年 09 月 10 日 

ヨハネの黙示録 14 章 1 節～5 節 また、わたしが見ていると、見よ、小羊がシオンの 

山に立っており、小羊と共に十四万四千人の者たちがいて、その額には小羊の名と、小羊

の父の名とが記されていた。わたしは、大水のとどろくような音、また激しい雷のような

音が天から響くのを聞いた。わたしが聞いたその音は、琴を弾く者たちが竪琴を弾いてい

るようであった。彼らは、玉座の前、また四つの生き物と長老たちの前で、新しい歌のた

ぐいをうたった。この歌は、地上から贖われた十四万四千人の者たちのほかは、覚えるこ

とができなかった。彼らは、女に触れて身を汚したことのない者である。彼らは童貞だか

らである。この者たちは、小羊の行くところへは、どこへでも従って行く。この者たちは、

神と小羊に献げられる初穂として、人々の中から贖われた者たちで、その口には偽りがな

く、とがめられるところのない者たちである。 

 

ヨハネは、海中と地中から上って来た二匹の獣の幻を見た。獣は天から地上に火を降ら 

せるなどの大きな徴を行い、獣を恐れた人々は獣の像を拝み服従した。一方、神への信仰

を貫き、獣の像を拝まないキリスト者たちは迫害を受け、皆殺しにされた。これは、一世

紀末のドミティアヌス皇帝時代に、皇帝礼拝を拒否したキリスト者たちが受けた歴史的な

迫害で、ヨハネは、この事実を隠喩的な黙示文学表現で、幻として描き出している。 

 ヨハネは、地上では苦難が続いている最中にも、天における素晴らしい幻を見聞きして

いる。小羊キリストがシオンの山、即ち、エルサレムに立っており、キリストと共に、額

にキリストと神の名を記された十四万四千人の者たちがいて、壮大、荘厳な神賛美の音が

響くのを見聞きした。彼らは新しい賛美の歌を歌っていた。 

「シオン」は、終末的な神の臨在場であり、そこに、キリストが出現し、決定的な勝利

を治める。神に忠実に生きた、イスラエル 12 部族から 1 万 2 千人ずつ選ばれた、十四万四

千人はキリストによって救われ、至福に与っている。天における栄光に満ちあふれた幻で

ある。ヨハネは幻の中で、「大水のとどろくような音、また激しい雷のような音が天から

響くのを聞いた。」轟くような、激しい雷のような音は、琴を弾く者たちが竪琴を弾いて

いるような音であった。彼らは、玉座の前、また四つの生き物と長老たちの前で、新しい

歌を歌い、その歌は、地上から贖われた十四万四千人の者たちのほかは、覚えることがで

きない歌であった。全き救済を得た者しか歌えない歌であったという。十四万四千人が歌

う、轟くような神賛美の歌を、ヨハネは感激を持って聞いたのである。 

ヨハネは、終末的救済に与った十四万四千人がどんな人たちであったかを記している。

「彼らは、女に触れて身を汚したことのない者である。彼らは童貞だからである」と言う。

「女に触れて身を汚」すは、肉的性交渉ではなく、霊的姦淫の「偶像礼拝」を指している。

「童貞」と「処女」は同じ言葉であり、文字通りに理解することはない。救われるのは偶

像礼拝をしなかった「童貞」「処女」の男女である。純粋で忠実な信仰を貫いた者たちを

指す比喩的な表現である。「この者たちは、小羊の行くところへは、どこへでも従って行

く。」キリストへの信頼、服従は揺れることはない。この者たちは、人々の中から、神に

初穂として献げられ、小羊キリストに所属する者とされる。彼らは、キリストの十字架に

よって罪が贖われ、その口には偽りがなく、とがめられるところのない者たちである。「偽

り」は単なる「嘘」ではなく、神を冒涜する言葉を意味し、「とがめられるところのない」

は祭儀的完全さと共に、神への誠実さを全うする生き方を指している。 


